
「産学連携により垂直磁気記録小型ＨＤＤの試作に成功」 

 

 東北大学電気通信研究所は、文部科学省より委託の産学連携プロジェクトにおいて、ＩＯＧＢ（ギ 

ガバイト）相当の容量を有する１インチサイズの超小型大容量垂直磁気ハードディスクドライブ 

（ＨＤＤ）の試作に成功した。このＨＤＤは、垂直磁気記録方式(1977年に東北大学電気通信研 

究所で岩崎俊一教授が世界に提唱）を用いた超小型ドライブとしては世界初であり、且つ同サイズ 

のＨＤＤでは、世界最高の記録密度(138Gbits/inch2(ギガピット毎平方インチ）１平方インチ当り 

1,380億ビット）を達成している。 

 同成果は、文部科学省ITプログラム「超小型大容量ハードディスクの開発（プロジェクトリーダ： 

中村慶久名誉教授）」により得られたものである。本プロジェクトは、平成l4年度から5年間の予定で文部

科学省が東北大学電気通信研究所に委託したプロジェクトであり、１平方インチあたり１Tbits (テラビッ

ト）（１兆ビット）の記録密度を達成するための要素技術の開発を主に目指している。 

東北大学は、本プロジェクトを、㈱日立製作所、（掬東芝、富士通㈱、富士電機ホールディングス 

(掬､㈱日立グローバルストレージテクノロジーズ、（掬三菱総合研究所の６社と産学連携で推進し 

・ているが、今回は、その成果の一部として、垂直磁気記録方式を用いた超小型大容量ＨＤＤの試 

作に成功したものである。 

 また、本プロジェクトでは、同超小型大容量ＨＤＤの応用の一形態として、ユビキタス・パーソナ 

ル・サーバを試作し、ハイビジョン映像の転送にも成功した。同サーバは、手軽に持ち運びできる 

大きさで、ワイヤレスインターフェイスによりＰＣ等の機器とデータの送受信が行え、大型ディスプレ 

ーでハイビジョン映像も楽しめるものである。高品位画像のモパイル用途のアプリケーション、高精 

細医療画像など、幅広い応用が期待できる。 
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